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研究 5 では、研究 1 から 4 までの研究成果をふまえ、大学 l 年生を対象として支援を行った結
果、自分の専門分野に対する理解を高めることが、進路選択の関心を高め、課題の認知に重要な
役割を果たすことを示した。
以上の研究から次のことが明らかになった。進路選択・決定の過程は職業的アイデンティティ
の確立過程であり、そのための職業的自己実現をはかるには、自分に関する情報だけではなく、
その情報と職業関連情報、および、自分の学部や学科に関する情報とを密接に関連させて自己理
解を行う必要があること。さらに、自己理解で明確になった「理想の自己J と「現実に理解して
いる自己」とを調整し、そこから実現可能な自己を見いだしていくような自己調整が必要である
こと。そして、この一連の過程の動機づけとして特に機能するのは、進路選択・決定の課題に対
する認知であること。さらに、これらの過程の認知的基礎として、意思決定過程についてのメタ
認知的知識が重要な役割を果たすということである。
重要なのは、この自己理解と自己調整の過程は独立ではなく、循環をくりかえしながら実現可
能な自己に対する確信を高めることによって職業的自己実現がなされていくと考えられることで
ある。
今後の課題は、理想、の自己像を持つことが出来る学生と持つことが出来ない学生の相違、実現
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可能な自己に対する確信を高めるための過程を検討することである。
<論文審査の結果の要旨>
進路の選択・決定は青年期の発達課題であり、中学校、高校における進路指導はこの課題に対
応するものとして位置づけられ、取り組まれてきた。中学、高校を経た大学生にあっては、進路
選択・決定の課題はおよそ達成されたものと考えられてきた。しかし、今日、大学におけるキャ
リア教育の必要性が叫ばれていることからもわかるように、進路選択・決定が大学生にとっての
大きな課題となっている。課題の達成が中学、高校から大学へと先送りされてきたのである。
本論文はこのような認識から、大学生の進路選択・決定過程を明らかにしようとしたものであ
る。大学生の進路選択・決定の現状分析を行い、多くの大学生がこの課題を達成できない状況で
あることを明らかにした上で、大学生が行う進路選択・決定の一連の過程とそれに関連する条件
について、職業的自己実現の観点、から明らかにし、大学生のキャリアの形成・発展ができるよう
になるための支援の手がかりを得ようとした。
本論文の要点は、以下の 4 点である。すなわち、①進路選択・決定の過程は職業的アイデンティ
ティの確立過程であり、そのための職業的自己実現をはかるには、自分に関する情報だけではな
く、その情報と職業関連情報、および、自分の学部や学科に関する情報とを密接に関連させて自
己理解を行う必要があること。②自己理解で明確になった「理想の自己」と「現実に理解してい
る自己」とを調整し、そこから実現可能な自己を見いだしていくような自己調整が必要であるこ
と。③この一連の過程の動機づけとして特に機能するのは、進路選択・決定の課題に対する認知
であること。④これらの過程の認知的基礎として、意思決定過程についてのメタ認知的知識が重
要な役割を果たすことである。この自己理解と自己調整の過程は独立ではなく、循環をくりかえ
しながら実現可能な自己に対する確信を高めることによって職業的自己実現がなされていくと考
えられた。
以上をふまえて、「課題認知の仕方」から「自己理解J rメタ認知的知識と活動」を経て「自己
調整J r 自己実現」にいたる進路選択・決定過程のモデ、ルを構想し、それに基づいて大学生に対す
る進路選択・決定の支援システムを構築し、試行している。
大学生になれば当然できるものと考えられていた進路の選択・決定が、現実には大きな問題と
なっていることから、本論文ではあらためて大学生の進路選択・決定過程について検討した。結
果として、大学生の現状分析とともに、先行研究を十分に検討した上で、進路選択・決定過程の
構成や要因を整理し、そのそデ、ルを構想し、支援システムを構築できたことは、教育心理学、青
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年心理学、進路指導研究への本論文の大きな貢献である。要因の階層性や外部要因の処理等に残
された課題はあるが、それは今後の支援システムの試行との応答の中でより適切なものとなって
いくことが期待される。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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